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等にとりくむ NPO の成果として《学校 200 校（創設），




目標 1 目標 2 目標 3
ハローワークの活用  ① ワーカーがサービスの情報を提供する（10/20 の時点で）
　　↓
就労 職業訓練校の活用  ② 利用者がサービスについて理解する（10/22 の時点で）
　　↓
障害者職業センターの活用  ③ 利用者がサービス提供機関とコンタクトをとる（10/25 の時点で）
　　↓
 ④ 利用者がサービス受給を決定する（10/27 の時点で）
　　↓
 ⑤ 利用者がサービス受給の手続きをする（10 /30 の時点で）
目標 1 目標 2 目標 3
ハローワークの活用 ① ワーカーがサービスの情報を提供する（10/20 までに）
　　↓
就労 職業訓練校の活用 ② 利用者がサービスについて理解する（10/22 までに）
　　↓

























































































































































































































10 月 30 日までにサービス受給の手続をするということ






















































































































































































































































































































1. 孤独感を解消するニーズ   よく聴き、話し、経験をわかち合った。
2. 地域の他のサービスや施
設を利用する上でのニーズ  














































































































































（1） B.L.Baer & R.Federico, Educating the Baccalaureate 
Social Worker：Report of the Undergraduate Social Work 
Curriculum Development Project（Ballinger Publishing 
company, 1978）の Appendix B Knowledge,Values,and Skills 










（3） 以下の一般的な議論は，B.W.Sheafor et.al, Techniques and
Guidelines for Social Work Practice, 7thed. 2005, 469p-
510p，K.K.Kirst-Ashman et.al, Generalist Practice with 
Organizations & Communities, 2nded, 2005, 321p-350p， イ
ンスー・キム・バーグ（磯貝希久子訳）『家族支援ハン
ドブック－ソリューション・フォーカスト・アプロー
チ』金剛出版 , 1997, 189p-191p（Insoo Kim Berg, Family 




284p（B.Lee, Pragmatics of Community Organization 3rd ed. 
1999, 187p-193p），および B.Kozie, Fundamentals of Nursing,7th.






（6） B.W.Sheafor et.al. 前掲書，472p．われわれの《専門職
の倫理》についての考え方は前掲拙稿「スキル体系 (1)」
48p-50p，またわれわれの参照する《専門職の倫理》と



















（12） B.W.Sheafor et.al. 前掲書 ,474p．
（13） 同 ,472p．
（14） たとえば，B.W.Sheafor et.al. 前掲書 ,472p-473p，K.K.Kirst-








（17） B.W.Sheafor et.al. 前掲書 ,475p．また主観的データの数
値化については，同 ,473p，およびインス ・ーキム・バー
グ前掲書の《スケーリング・クエスチョン》を参照．
（18） B.Kozie, 前掲 Fundamentals of Nursing,7th.ed, 2004,320p，




点については，B.W.Sheafor et.al. 前掲書 ,474p-475p．
（21） 前掲拙稿「ソーシャルワークの実践スキル体系 (1)」 
52p-53p．
（22） K.K.Kirst-Ashman et.al. 前掲書 ,339p．
（23） B.W.Sheafor et.al.470p．
（24） インスー・キム・バーグ前掲書 ,216p（Insoo Kim Berg, 
op.cit.163p）．
（25） イギリスの NPO《ホームスタート》の評価マニュアル
および評価シートであるが，その詳細は西郷泰之 前掲 
『ホーム・ビジティング 訪問型子育て支援の実際』第
三章，特に 34p-67p を参照されたい．なお，シートは説
明の都合上，言葉遣い等に多少の変更をくわえている．
（26） もちろん，多くのケースを担当するワーカー個人の成
果の公表にも活用できる評価手法である．
